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マーケテ J ング・チャネル管理論が対象とするマーケティング・チャネルが， どの上う
匂
な背景のもとで寡占体制下において生成したのか，その固有の性格・構造的特質は何か
が明らかにされる。これによりマーケディング・チベネル管理論を考えてい〈うえで白
基木的な視座が与えられる。次に，マーケティング・チャネル管理論が生成した根拠が，
何に求められるかが問われ，結局それは他のシステムとの競合に打ち勝つため，システ
ム・パフォーマンスを効率的に達成しなければならないというチャネル管理主体の側の
要請にも ζづくことが指摘される。第三にマーケティングーチャネル管理論を初期の研
究から振り返ってみて，現在主流となっている行動科学的アプロ チによるマ←ケテ f
ング・チャネル管理論弘その学説史的流れのなかに位置づける。
第 20スタ ン町マーケティング・チャネル管理論的内容。ここでは，スターンのマ
ーケティング・チ十ネル管理論白理論的内容の紹介と解説を行う。スターンはマーケテ
ィング・チャネルを，社会システムと規定する。そLてそこに夜剖理論を適用し，テャ
ネル参加者(製造業者，卸商，小売商竿〕のチャネル・システム内における諾関係を設
定する。次にそうした枠組りもとにz 参加問のコンフリクト・権力といった行動的側面
を分析し，いくつかのコンフリクト管理戦略を呈示している。
第3。スターンのマーケティング・チャネル管理論の検討。第2で紹介されたスター
ンのマーケティング・チャネル管理論の理論的内容の個々の論点について， ここで検討
を試みその問題点をす酎商する。たとえば，スター γの社会ジステムとしてのマーケティ
ング・チャネル規定にあってはz 歴史的視点・構造的把握が欠落していることが指摘さ
れる。またチャネルにおける参加者の役割関係・コンフリクト・権力が， スターンにあ
ってはヨコの関係でとらえられがちであり z タテ関係でとらえようとしていない点が指
摘される。
第 4。結論.スターンのマ ケティング管理論の意義と限界。以上第3で指摘された
いくつかの間題点を総括し，スターンの理論モデルの意義と限界を明らかにする。まず
伎の理論モデル由意義としては， マーケティング・チャネル管理論の包括的・体系的な
モデルが，とれによってはじめて構築されたことが指摘される。次に限界点としては，
彼の埋諭モデルにあっては，歴史的・構造的j巴僅が欠如しており，チャネル関係が並列
的にとらえられていて， J占企業〈チャネノレ・リーダー〉が卸商，小売商の諸活動に統
制を加えているという具体的現実が反映されていないことが指摘されるc 最後に個人
間・小集団を前提とした行動科学の理論が， どこまで組織間関係に適用可能なのかとい
う点が指摘される。
